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＊

＊＊狸
お
ば
さ
ん
と
子
ど
も
の
ポ
ン
太
は
、
御
殿

山
に
巣
穴
を
作
り
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
時
々

玉
川
上
水
に
か
か
る
ほ
た
る
橋
を
渡
り
、

西
園
横
の
貯
木
場
で
虫
を
つ
か
ま
え
、
ポ
ン

太
も
少
し
ず
つ
生
活
の
知
恵
を
身
に
つ
け
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
決
し
て
人
間
の
そ
ば

に
行
っ
て
は
い
け
な
い
よ
。」
と
お
母
さ
ん
に
い

つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

絵 

せ
の
う
さ
ち
こ
　
文 

瀬
能
け
い
子

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住。
 瀬能けい子さんは母親。

http://homepage2.nifty.com/tnt-lab/

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

　

満
水
に
な
る
前
に
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
３
月
17
日
に
は
水
面
に
垂
れ
た
枝
に
巣
材

を
積
み
上
げ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
早
く
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
カ
ッ
プ
ル
に
な
る
と
、
縄
張
り
内
を

デ
ー
ト
し
た
り
一
緒
に
仮
の
巣
を
作
っ
た
り
し
て

絆
を
深
め
ま
す
。
し
か
し
、
か
い
ぼ
り
直
後
の
池

は
食
べ
物
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
用

の
巣
を
作
り
卵
を
産
む
の
は
、
ヒ
ナ
の
餌
と
な
る

水
生
昆
虫
や
稚
魚
な
ど
が
増
え
て
か
ら
で
し
ょ

う
。
か
い
ぼ
り
25
後
の
2
0
1
4
年
の
場
合
、
最

初
の
産
卵
は
４
月
半
ば
で
し
た
。

　

４
月
12
日
、
弁
天
池
に
モ
ツ
ゴ
の
ご
く
小
さ
な

仔
魚
が
多
数
い
る
の
を
確
認
し
ま
し
た
。
か
い
ぼ

り
後
に
放
流
し
た
も
の
が
繁
殖
し
た
の
で
す
。
間

も
な
く
井
の
頭
池
は
在
来
の
生
き
物
で
満
た
さ

れ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
カ
ッ
プ
ル
も
さ
ら
に
増
え
、

ヒ
ナ
が
何
羽
も
誕
生
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
池
の

水
が
澄
ん
で
い
る
の
で
、
ヒ
ナ
た
ち
も
魚
を
捕
る

練
習
が
し
や
す
そ
う
で
す
。
2
0
1
4
年
は
カ
イ

ツ
ブ
リ
の
楽
園

は
７
月
ま
で
し

か
続
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
外
来

魚
を
か
な
り
減

ら
せ
た
今
回
は
、

楽
園
が
ず
っ
と

続
く
と
よ
い
の

で
す
が
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

井の頭かんさつ会　田中 利秋

生き物たち井の 頭
公 園 の

（たなか としあき）

最近名前が変わったハゼ
　ハゼ科ヨシノボリ属の魚で、井の頭池の在来種です。つい
最近までトウヨシノボリと呼ばれていました。“ヨシノボリ”
とは葦（ヨシ）を登る魚という意味でしょう。底生生活をする
ハゼには左右の腹ビレが合着した吸盤があります。この魚は
池底だけでなく水草にもしばしば吸い付いています。研究が
進み、トウヨシノボリは複数種に分けるべきということにな
り、関東平野に分布していた種類はクロダハゼという名前に
なりました。“ヨシノボリ”が消えたのは残念ですが、この名
前は、この魚がトウヨシノボリと同種とされる前に付いてい

た名前なのだそうです。
　石の下などに産卵し、オスが卵を守ります。孵化した仔魚は
普通はいったん海に下りますが、一生池で生活する陸封型もい
ます。井の頭池のクロダハゼを４匹、かつての西園プールに放
したら、３年後には２百数十匹に増えていました。ひょうたん
池の保護いけすでも繁殖し、数が増えました。
　井の頭池のクロダハゼは近年大きく数を減らしました。オオ
クチバスなどの外来魚と下流域にしかいなかった同じハゼ科の
ヌマチチブが増えたのがおもな原因です。より大きく強いヌマ
チチブに隠れ場所を奪われ、オオクチバスに捕食される、とい
うことが起きたようです。かいぼり25では外来魚を駆除し、
捕れたヌマチチブは弁天池に移しました。ところが、かいぼり
27の結果は意外なものでした。かいぼり25をしなかった弁天
池ではクロダハゼがヌマチチブよりずっと多く獲れ、かいぼり
25をした池ではその逆だったのです。自然はなかなか人間の
予想通りにはなりません。かいぼり27ではヌマチチブも国内
外来魚とされ、外来魚の駆除がより徹底して行われました。は
たしてクロダハゼの数は回復するでしょうか。誰からも見える
コイがいなくなり、池が
寂しくなったと言う人が
いますが、池の中では魚
たちのドラマが進行中で
す。それを想像できるよ
うになれば、井の頭池は
俄然面白くなります。

腹ビレが吸盤に

水中のカイツブリ

井の頭かんさつ会

春の味覚

今月の
はな子

28

事前申し込みが必要です。 詳細や申し込み方法はHP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

井の頭自然文化園の動物たちと飼育員 

アカゲザル と

小田原 澪（おだわら みお） 編集者・ライター。フィールドは多摩。三鷹市在住。

その9
く   ぼ  た  ゆ   き   こく   ぼ  た  ゆ   き   こ
久保田夕紀子さん

に載せます。詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.i-np.jp/index.html

【ネイチャー☆プログラム】次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

井の頭恩賜公園

●あおぞら実験室（井の頭池付近） ５月１日（日）、６月５日（日）
●グリーンバード（井の頭池付近） ５月８日（日）、５月２２日（日）、
 ６月１２日（日）、６月２６日（日）
●どんぐり広場（御殿山広場） ５月１７日（火）、６月７日（火）
●ツリー☆マジック（第二公園） ５月１５日（日）、６月１１日（土）

●野外劇フェスタ（楽市楽座）（文化交流広場）　６月１７日（金）～２６日（日）

●第133回 「春の渡り鳥」 5月21日（土）　9：00～11：30
●第134回 「変形菌」 6月（日にち未定）　10：00～12：00

　当園では毎日はな子にキャベツを与えていま
すが、4 月になると春キャベツが入荷されるよ
うになります。昨年まではこの春キャベツ、は
な子は気に入らなかったようでほとんど食べな
かったのですが、今年は打って変わって残さず
に完食するようになりました。このように昨日ま

ではまったく食べなかったものを食べるようになっ
たり、それとは逆によく食べていたものを急に食
べなくなったりと、はな子の好みは 1 日 1 日変化
するのでそれに合わせて食事のメニューも変更し
ています。そんなはな子が今一番好きなのがハコ
ベ等の野草です。この季節、園内のいたる所から
沢山の野草が生えてきます。それを毎日飼育員が
籠一杯に摘み集めて、はな子が消化しやすいよう
に細かく切り分けて与えています。現在はこの軟
らかい野草が一番のお気に入りのようです。
（飼育展示係　久保田夕紀子）

　風貌こそニホンザルに似ていますが、アカゲザルはインドや中国に生息。体
がひとまわり小さく、しっぽは倍の長さの25cmあります。
　仔ザルは遊び好きで、走り回ったり、高いところから水場に飛び込んだり。
大人は食べるか、寝るか、毛づくろいをするか。サル山には19頭が群れで暮
らします。
　ケンカにケガはつきものですが、「できる限り自然治癒させています。群れ
から離して治療すると、群れに戻したときに新参者になってしまう。そもそもケ
ンカが弱い子ほどケガをするんですから」と飼育員の久保田夕紀子さん。
　飼育の工夫はエサやりにも。野生のアカゲザルは一日の大半をエサ探しに費
やしますが、動物園のサルはエサが十分に与えられるため、暇を持て余しがち
です。そこで「エサの総量は毎日同じですが、回数や時間、与える順番など
を日によって変えています。動物が身体的、精神的に満足して楽しく過ごせる
ような取り組みを『環境エンリッチメント』と言います」
　サル山をぐるりと取り囲む桜は、花びらや枯葉を大量に落とし、「いくら掃除
しても追いつかない」と久保田さんの悩みの種。秋にはその落ち葉にエサを隠
して、サルがエサを探すように仕向けます。さらに5月ごろには毛虫も降って
きて、意外や意外、雑食のサルの好物なのだとか。これも、環境エンリッチメント？

●資料館特設展「カエル学にゅうもん」
人気を博した「カエル学にゅうもん」が帰ってきました。
カエルの秘密にゲゲッと迫ります
　•日時：2016年4月1日（金）～6月19日（日） 
　　　　　9時30分～ 16時30分
　　　　　（資料館の閉館時間まで）
　•場所：動物園（本園）資料館

●「しんかのふしぎ」スタンプラリー
いろいろないきものがいる不思議を動物園で考えてみま
せんか？ 毎年恒例、春のスタンプラリーを開催します。
　•日程：2016年4月23日（土）～5月22日（日）
　•ラリー用紙配布場所：動物園（本園）正門先広場　

●開園記念日
井の頭自然文化園は、1942年5月17日に開園しました。それを記念した催しを行
います。
　•無料開園日：開園記念日の5月17日（火）は無料で入園いただけます。
　•開園記念日企画：5月21日・22日の２日間は、開園を記念して、様々な催しを
　　　　　　　　　　行います。詳しくは、ホームページをご覧下さい。

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

Q1．① ２２　② １０　　　　　Q2．① ８　② 帝都
いのけん受験講座いのけん受験講座答え合わせ答え合わせの1級渡邊安浩

井の頭自然文化園い
の
き
ち
さ
ん

井
の
頭

吉
祥
寺

三
　
鷹

井
の
頭
恩
賜
公
園
開
園

周
年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
新
聞

100

28号
2016年5・6月号

井の頭恩賜公園
開園100周年まで

2016年（平成28年）5月 1日
編集・発行●

協 力●

いのきちさん編集委員会
編集長　川井信良
東京都三鷹市上連雀 1-12-17
株式会社文伸　気付
電　話 0422-60-2211
ＦＡＸ 0422-60-2200
メール inokichi@bun-shin.co.jp

東京都西部公園緑地事務所
東京都井の頭自然文化園
井の頭恩賜公園100年実行委員会
NPO法人みたか都市観光協会
一般社団法人武蔵野市観光機構

制作支援●
株式会社文伸 /ぶんしん出版

あと1年



『いのきちさん』について

28 枚目
私
と
井
の
頭
公
園
そ
の

28

よ
み
が
え
れ
！ 

井
の
頭
池

第28話井の頭恩賜公園の歩み

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100周年を迎えます。『いのき
ちさん』は、もうすぐ100歳を迎える井の頭公園に、感謝の気持ちを込めて、
地域の市民と企業と団体の協力により発刊された100周年カウントダウン新
聞です。名称は井の頭公園の「いの」、隣接する吉祥寺の「きち」、井の頭池
が市内となる三鷹市の三「さん」を並べたものです。
（奇数月1日の隔月発行です）

▼

昭和25年頃の井の頭池　写真提供：鈴木育男氏

2017年の井の頭恩賜公園開園100周年を記念して、井の頭
公園の今昔を伝える写真集を刊行する予定です。井の頭公園の
古い写真をお持ちの方で、写真集に掲載しても良い方はご一報
願います。
なお、お借りした写真は、スキャニン
グ後、速やかにご返却いたします。ま
た、謝礼として、完成した写真集を謹
呈いたします。

井の頭公園の古い写真を集めています

　　　　　　　ぶんしん出版
☎0422-60-2211（担当：宮川）
〒181-0012 東京都三鷹市上連雀1-12-17

お問い合わせ

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

保
温
力
抜
群
の
こ
の
靴
下
を
使
っ
て
く
だ
さ
い

　
「
か
い
ぼ
り
27
」
が
３
月
に
終
わ
り
ま
し
た
。

池
の
水
は
桜
が
咲
く
頃
に
は
す
っ
か
り
満
ち
、

水
面
に
花
色
を
美
し
く
映
し
て
く
れ
ま
し
た

ね
。
み
な
さ
ん
は
、
今
回
の
か
い
ぼ
り
を
ど
の

よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
た
り
参
加
さ
れ
た
り
し
た

で
し
ょ
う
か
。

　

振
り
返
っ
て
経
緯
を
た
ど
っ
て
み
る
の
に
お

勧
め
な
の
が
、「
井
の
頭
恩
賜
公
園
１
０
０
年

実
行
委
員
会
」
の
W
E
B
サ
イ
ト
で
随
時
更
新

さ
れ
て
い
た
「
か
い
ぼ
り
27
だ
よ
り
」
で
す
。

写
真
や
図
が
豊
富
で
、
文
章
も
読
み
や
す
く 

、

現
場
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
グ
っ
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
す
で
に
フ
ァ
ン
と
い
う
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

担
当
さ
れ
て
い
た
の
は
、
東
京
都
西
部
公
園

緑
地
事
務
所
工
事
課
の
内
山
香
さ
ん
と
金
田
百

合
子
さ
ん
。
お
忙
し
い
中
て
い
ね
い
に
残
し
て

く
だ
さ
っ
た
報
告
は
、
地
域
の
宝
で
す
。
ま
だ

読
ん
だ
こ
と
の
な
い
方
は
、「
か
い
ぼ
り
27
だ

よ
り
」
で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
４
月

以
降
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
お
便
り
も
、
新

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

阿
部
一
晶
・
阿
部
昌
子
（
武
蔵
野
市
在
住
）

充
実
の「
か
い
ぼ
り
27
だ
よ
り
」で

臨
場
感
た
っ
ぷ
り
振
り
返
ろ
う
！

▲ 

「かいぼり２７だより」を担当していたのは、
このお二人。

　
予
定
通
り「
か
い
ぼ
り
27
」が
終
わ
り
、桜
の
咲
く
前
に
井
の
頭
池
は
き
れ
い
な
水
に
満
た
さ
れ
た
。

今
回
の
か
い
ぼ
り
も
、多
く
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
が
、お
店
も
応
援
し
た
。
吉
祥

寺
で
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
を
販
売
し
て
い
る「
シ
ー
ズ
ン
」の
阿
部一晶
さ
ん（
63
歳
）昌
子
さ
ん（
54
歳
）

ご
夫
妻
は
、か
い
ぼ
り
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
態
工
房
と
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会

の
皆
さ
ん
に
メ
リ
ノ
ウ
ー
ル
の
靴
下
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

清
ら
か
な
湧
水
が

昔
と
今
を
脈
々
と
つ
な
ぐ

　

梅
雨
時
の
豪
雨
で
、
七
井
橋
の
橋
ゲ
タ
が
水
中
に
隠
れ

て
し
ま
う
ほ
ど
池
の
水
が
増
え
た
と
い
う
記
事
を
投
稿
し

た
の
は
、
井
の
頭
５
丁
目
在
住
の
土
屋
恂
さ
ん
。
昭
和
20

年
代
末
は
ま
だ
ゲ
タ
履
き
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
タ
イ
ト
ル
の
「
ゲ
タ
の
音
」
と
「
橋
ゲ
タ
」
の
語
呂
合

わ
せ
の
粋
な
響
き
に
、
郷
愁
を
誘
わ
れ
ま
す
。

　

井
の
頭
池
の
全
体
の
水
量
は
、
約
６
万
１
千
ト
ン
。
池

が
澄
み
き
っ
て
い
た
昔
は
、
１
日
に
１
万
ト
ン
以
上
の
水

が
湧
い
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
湧
水
が
減
り
始
め

た
の
は
、
昭
和
34
（
1
9
5
9
）
年
頃
か
ら
で
、
昭
和
37

（
1
9
6
2
）
年
か
ら
４
回
、
池
が
枯
れ
る
事
態
も
起
こ
り

ま
し
た
。
水
位
を
保
つ
た
め
に
現
在
ま
で
に
８
本
の
井
戸

が
掘
ら
れ
、
今
は
、
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
た
地
下
水
約
４

千
ト
ン
が
毎
日
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
昔
の

湧
水
の
半
分
以
下
。
し
か
も
神
田
川
に
流
れ
出
す
ス
ピ
ー

ド
が
緩
や
か
に
な
り
、
水
を
浄
化
す
る
在
来
種
の
水
生
生

物
が
激
減
し
て
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
水
が
濁
っ
た
状
態
が
続
い
て
き
た
の
で
す
。

　

井
の
頭
池
の
水
源
と
な
る
地
下
水
の
か
ん
養
地
域
は
西

北
方
向
約
８
・
０
２
㎢
だ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
か
つ
て
は

農
地
や
雑
木
林
が
広
が
っ
て
い
た
地
域
で
す
。「
三
鷹
市

内
の
水
田
で
例
年
よ
り
１
〜
２
週
間
遅
れ
て
田
植
え
が
始

ま
っ
た
」
と
い
う
記
事
も
、
同
年
６
月
22
日
に
土
屋
恂
さ

ん
は
投
稿
し
て
い
ま
す
（「
懐
か
し
の
吉
祥
寺 

昭
和
29

年
・
40
年
」
に
掲
載
）。
地
下
水
を
豊
か
に
育
む
田
ん
ぼ

も
、
当
時
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
後
も
都
市

化
は
進
み
、
地
面
に
染
み
込
む
雨
水
量
は
激
減
し
、
そ
の

一
方
で
水
道
水
と
し
て
汲
み
上
げ
る
水
量
は
増
え
、
結

果
、
地
下
水
位
が
下
が
っ
て
池
の
湧
水
も
減
る
と
い
う
連

鎖
が
進
ん
だ
の
で
し
た
。

　
「
か
い
ぼ
り
27
」
後
の
井
の
頭
池
に
、
今
年
も
梅
雨
の

季
節
が
訪
れ
ま
す
。
水
量
、
水
質
、
そ
し
て
生
物
や
植
物

の
様
子
も
、
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
『
懐
か
し
の

吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。

　

５
年
前
、
メ
リ
ノ
ウ
ー
ル
を
使
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
用
衣
類
（
ス
マ
ー
ト
ウ
ー
ル
）
を
販
売
す
る

店
を
開
い
た
の
で
す
。
メ
リ
ノ
ウ
ー
ル
は
メ
リ
ノ
種
の
羊
か
ら
と
っ
た
ウ
ー
ル
で
す
が
、
羊
毛
の

中
で
一
番
細
い
毛
な
の
で
、
肌
触
り
が
良
く
肌
に
直
接
着
け
る
衣
類
に
適
し
て
い
る
ん
で
す
。
今

回
は
、
か
い
ぼ
り
で
長
い
時
間
冷
た
い
水
の
中
で
作
業
す
る
皆
さ
ん
に
、「
保
温
力
抜
群
の
こ
の
靴

下
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
文
字
通
り
「
足
下
か
ら
支
え
る
」
と
い
う
応
援
で
し
た
。

　

吉
祥
寺
で
お
店
を
開
い
て
み
て
、町
が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
、と
て
も
大
切
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
朝
市
で
知
り
合
っ
た
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会
の
メ
ン
バ
ー
と
仲
良
く
な

り
、
か
い
ぼ
り
の
話
を
聞
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
是
非
と
も
応
援
し
た
い
と
、
井
の
頭
か
ん
さ
つ

会
と
生
態
工
房
の
皆
さ
ん
に
、
当
店
自
慢
の

（
笑
）
靴
下
を
贈
っ
た
の
で
す
。
常
々
井
の
頭

公
園
は
吉
祥
寺
に
と
っ
て
大
切
な
公
園
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
土
日
の
か
い
ぼ
り
に

は
参
加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
の

で
き
る
応
援
が
し
た
く
て
靴
下
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
ス
マ
ー
ト
ウ
ー
ル
は

縁
の
下
の
力
持
ち
。
気
持
ち
い
い
で
す
よ
。

川
井
信
良（
か
わ
い
し
ん
す
け
）

70
年
代
80
年
代
に
、
三
鷹
で
ミ
ニ
コ
ミ『
ま
た
ん
ぴ
』や『
み
た
か
き
い
た
か
』を
発
行
。

　
去
る
３
月
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
結
集
さ
れ
た

「
か
い
ぼ
り
27
」が
終
わ
り
ま
し
た
。池
の
水
が
抜
か
れ
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
に
湧
水
が
き
ら
め
く
の
が
見
ら
れ
、水
質
改
善

へ
の
希
望
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
池
全
体
が
澄
ん
だ
水
に
満
ち
て
い
た
井
の
頭

池
。今
回
は
、昔
の
七
井
橋
の
新
聞
記
事
を
見
な
が
ら
、湧
水

に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　

　

（
シ
ー
ズ
ン　

あ
べ
か
ず
ま
さ
・
あ
べ
ま
さ
こ
）

（
聞
き
手
・
写
真　

川
井
信
良
）

昭和 29（1954) 年 6月 27日の毎日新聞に掲載された記事。
（「懐かしの吉祥寺 昭和 29年・40年」
  写真・土屋恂 /編・安田知代 /ぶんしん出版）より

答えは裏面の
インフォメーションの
ところだよ

Q1

Q2

いのけん受験講座いのけん受験講座
第8回第 8回

の1級渡邊安浩

今回は、鉄道に関する問題です。（　　　　）内を数字または漢字で埋めて下さい。

甲武鉄道（現・ＪＲ中央線）が開通したのは、明治（　①　）年で、吉祥寺に停車場ができたのは、
その（　②　）年後です。

井の頭線は、昭和（　①　）年に（　②　）電鉄株式会社 ( 現・京王電鉄株式会社 ) により渋谷～
井の頭公園間が開通し、翌年に吉祥寺駅までの全線が開通しました。

募集

昭和 7（1932）年にコンクリート製擬木づくりの橋に造
り替えられ、昭和 28（1953）年の改修時に公募で命名さ
れた「七井橋」。平成 4（1997）年に架け替えられて現在に
至る。
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